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 研究の背景 

   ・神岡地下サイト（地下 1000m）での世界最高精度での総合観測 

    （レーザー歪み計・超伝導／絶対重力計・広帯域地震計・間隙水圧・宇宙線観測） 

   ・歪み、重力の co-seismic 成分・長周期成分に地下水の影響がみられる 

 

 研究の目的 

   ・大深度地下の総合観測による地下水の挙動の把握 

   ・上記を用いた長期地殻変動観測精度の向上（歪み集中帯におけるトレンド観測等） 

   ・跡津川断層の観測（地震・地殻変動、地表ＧＰＳとの比較） 

 

 実施内容 

   ・地下水の入口（雨量）と出口（湧水量）の測定 （池ノ山・・・比較的孤立した系） 

   ・間隙水圧の多点観測、坑内ハイブリッド重力観測 （直接・間接測定による地下水の 

    ３次元的な把握） 

 

 特徴・メリット 

   ・地殻変動観測でしばしば問題となる地下水の動きを地下深部から「重力」で連続観測 

   ・大深度地下の低雑音環境における高精度観測 

    （地表からの短周期雑音が少ない->モデルの単純化） 

   ・多種の物理量の観測手段（ミューオン等宇宙線の観測も）の活用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 神岡地下サイトにおける歪み・重力・  図２ 間隙水圧の観測点（図１の直上 
   地震の観測                 ９０ｍ） 
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